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私が絵を担当した絵本「氷山ルリの大航海」は、高円宮妃久子殿下の原作で、北極の氷床で生

まれた氷山ルリが南極の氷の長老に会いに行く旅を通して「地球の美しさに感謝しよう」という

メッセージが込められた物語です。現在 13 か国語に翻訳出版され、ミュージカル上演もされて

います。 

この絵本の朗読に映像と音楽を合わせた朗読コンサートは、1998年に世界的チェリストのヨ

ーヨー・マ氏を迎えてニューヨークのカーネギーホールで初演し、その後、横浜、ウィーンなど

で公演し好評を博しました。 

この朗読コンサートを次回の瀬戸内国際芸術祭までの間、香川県内の 24 の有人島で開催し、

本や映画の楽しさを伝えるため私もカナダから参加させていただくことになりました。 

 今年 4月、男木島と志々島で開催され、島の人たちなどたくさんの参加でにぎわいました。 

訪問した島々では、足の悪い私のために農業用運搬車の手配や会場設営のお世話をしてくださ

った方や、廃屋を民宿に改造して島人口を増やしたいと頑張っておられるご夫妻との出会いがあ

りました。また山田洋次監督、渥美清さんなど著名人のサインで埋まったお宅に招かれ、ガラス

障子にサインを求められるハプニングもありました。島の人たちとの心温まるふれあいを通して、

都会に住む人たちが失いかけているおおらかな心と純粋さに感動を受けました。 

このプロジェクトのもう一つの構想は、イベントに参加してくださる皆さんに古本を持参して

もらい、島の廃屋を改造して図書館を作り、読み聞かせや映画鑑賞などで人々が集い、語り合う

交流の場を作ることです。男木島では、島にUターンされた若い方達の熱意と努力で完成した素

晴しい図書館を訪れ、「氷山ルリの大航海」をお贈りしました。 

これから先も素敵な島の人たちと沢山の交流が持てそうで楽しみです。 

 

 

KAGAWAアンバサダーからのお便り ～飛鳥童さん～ 

NPO 法人男木島図書館の福井順子理事長

(右)に絵本を贈呈する筆者 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ KAGAWAアンバサダーについて 

香川の魅力を世界へ発信するとともに、本県の諸課題に対する情報提供、活動、提言等を行っ

ていただく大使です。主に世界を舞台に活躍している香川県出身者や県にゆかりのある方で、各

界から候補者の推薦を受け、識者による選考後、知事が委嘱しています。 

 

◇ KAGAWA アンバサダーからのお便りについて 

県民の方々にKAGAWAアンバサダー事業及び県の国際化の推進について、より理解を深めて

いただくことを目的に、世界を舞台に活躍されているKAGAWAアンバサダーの方々から在住国

や御自身の活動等について御紹介いただくものです。 

 

 

 

飛鳥童（あすかわらべ）さん 

絵本作家・アーティスト。高松市出身。カナダ・トロン

ト在住。 

 


